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当院では、下記の臨床研究を実施しています。研究概要は以下のとおりです。 

 

【研究課題名】 

全大腸内視鏡検査前処置における「クエン酸マグネシウム等張液」の最適使用方法の

検討 

【目的】 

大腸内視鏡検査の前処置において、受容性の高い腸管洗浄液として認知されている「ク

エン酸マグネシウム等張液」の最適使用法を検討する。 

「クエン酸マグネシウム等張液」を検査前日と検査当日に分けて服用する方法（以下、

分割法）と従来の検査当日に一括して服用する方法（以下、一括法）について、腸管 

内洗浄効果および被験者受容性を他施設共同で臨床的に比較検討する。 

【対象】 

当院にて大腸内視鏡検査を受ける者 

本試験の十分な説明を受け、文書による同意を得られている者 

年齢20歳以上75歳未満 

性別 男女を問わない 

【方法】 

内視鏡観察によって「腸管内洗浄度」についてアロンチックスケールを用いて評価を

行う。 

アンケート用紙を用いて前処置の受容性の調査を行う。 

【個人情報の取り扱い】 

収集した情報は匿名化するため、氏名などの特定の個人を識別できるような情報が外

部に漏れることはありません。 

【利用する試料・情報】 

排便チェックシート、アンケート、ケースカードより集計して解析 

【研究期間】 

倫理審査委員会の承認が得られてから目標症例数（100件）が終了するまで 

 

 



【研究組織】 

研究責任者：辻仲病院柏の葉 消化器内科・ＩＢＤセンター 竹内 健 

【研究実施機関】 

辻仲病院柏の葉 

【連絡先】 

辻仲病院柏の葉 〒277-0871 柏市若柴178-2柏の葉ｷｬﾝﾊﾟｽ148街区6 

電話04-7137-3737（病院代表）消化器内科・ＩＢＤセンター 竹内 健 

 

この研究の対象となる方またはその代理の方で本研究への参加を希望されない方は、

上記の連絡先へお申し出ください。その場合でも、対象となる方に不利益が生じるこ

とはありません。 

また、この研究の対象となる方またはその代理の方は、本研究の詳細（研究計画書

及び研究方法に関する資料）を他の研究対象者等の個人情報及び知的財産の保護等に

支障がない範囲内で入手・閲覧することができますので、ご希望の方はお申し出くだ

さい。 


